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経歴書 
2015 年 10 月 16 日現在 

氏名  林 正義（はやし まさよし） 

 

1. 職歴 

《常勤》 

2014 年 06 月～現在 東京大学 経済学研究科･経済学部 教授 

2010 年 10 月～14 年 06 月 東京大学 経済学研究科･経済学部 准教授 

2006 年 04 月～10 年 09 月 一橋大学 経済学研究科/国際･公共政策大学院 助教授
（06/0407/03），准教授（07/0410/09） 

2004 年 04 月～06 年 03 月 財務省 財務総合政策研究所 総括主任研究官 

2004 年 03 月～04 年 04 月 一橋大学 経済学研究科 助教授（04/03/31 04/04/01） 

1999 年 04 月～04 年 03 月 明治学院大学 経済学部 講師（99/0402/03），助教授
（02/0404/03） 

1991 年 04 月～99 年 03 月 株式会社三和総合研究所（現 三菱 UFJ リサーチ&コン
サルティング）研究員（休職: 94/0897/07） 

 

《審議会委員等（主要なもののみ）》 

2013 年 06 月～現在 政府税制調査会特別委員 

2013 年 01 月～15 年 01 月 社会保障審議会介護保険部会委員（臨時） 

2012 年 11 月～現在 総務省地方財政審議会特別委員 

2009 年 04 月～14 年 11 月 東京都税制調査会委員 

2008 年 11 月～09 年 03 月 総務省地方財政審議会特別委員 
 

《非常勤研究職･大学教職（主要なもののみ）》 

2006 年 10 月～現在 財務省財務総合政策研究所 特別研究官 

2005 年 04 月～06 年 03 月 一橋大学国際･公共政策大学院 特任助教授 

2002 年 01 月～03 年 09 月 内閣府経済社会総合研究所 客員研究員 
 

2. 学歴 

1995 年 09 月～98 年 08 月 Doctoral Program, Department of Economics, Queen's 
University at Kingston, Canada, Ph.D.取得（98/10） 

1994 年 09 月～95 年 08 月 Master's Program, Department of Economics, Queen's 
University at Kingston, Canada, M.A.取得（95/10） 

1989 年 04 月～91 年 03 月 青山学院大学 国際政治経済学研究科国際政治学専攻博
士課程（5 年一貫）．中途退学, 政治学修士取得． 

1984 年 04 月～89 年 03 月 青山学院大学 国際政治経済学部国際政治学科（休学: 
85/04～86/03）政治学士取得. 

1981 年 04 月～84 年 03 月 福岡県立明善高等学校 
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3. 学会等 

《参加学会》 

International Institute of Public Finance, 日本財政学会, 日本応用経済学会, 日本経
済学会, 日本地方財政学会, 公共選択学会, 日本経済政策学会 

 

《学会役員》 

2012 年 06 月～現在 日本応用経済学会理事 

2012 年 06 月～現在 公共選択学会理事 

2009 年 11 月～12 年 10 月 日本財政学会常任理事 

2008 年 04 月～現在 日本地方財政学会理事 

2008 年 04 月～現在 日本財政学会理事 
 

《学会誌役員》 

2014 年 11 月～現在 日本応用経済学会『応用経済学研究』副編集委員長 

2010 年 06 月～現在 日本地方財政学会研究叢書編集委員 

2003 年 10 月～08 年 03 月 日本財政学会『財政研究』準備委員･編集委員 

2002 年 04 月～現在 日本経済政策学会『経済政策ジャーナル』編集委員 
 

《査読》 

Asia-Pacific Journal of Accounting and Economics, Canadian Journal of Economics, 

FinanzArchiv/Public Finance Analysis, German Economic Review, Hitotsubashi Journal of 

Economics, International Tax and Public Finance, Japanese Economic Review, Journal of 

Development Economics, Journal of Economics and International Finance, Journal of Public 

Economics, Journal of the Japanese and International Economies, Journal of Urban Affairs, 

Journal of Urban Economics, Public Finance Review, Regional Science and Urban 

Economics, Review of Urban & Regional Development Studies, Social Science Japan 

Journal,『医療経済研究』，『応用経済学研究』，『季刊社会保障研究』，『季刊政策分

析』，『経済研究（一橋大学）』，『経済政策ジャーナル』，『経済分析（内閣府）』，『経

済学論集（東京大学）』，『公共選択の研究』，『国民経済雑誌』，『財政研究』，『地方財

政学会叢書』，『日本経済研究』，『日本不動産学会誌』，『日本労働研究雑誌』． 
 

4. 受賞 

2010 年 11 月  日本応用経済学会賞 

2008 年 11 月  第 51 回日経・経済図書文化賞（『生活保護の経済分析』（阿部彩, 國
枝繁樹, 鈴木亘と共著）東京大学出版会, 2008. に対して） 

2006 年 05 月  第 1 回日本経済政策学会研究奨励賞（「地方交付税の経済分析: 現状
と課題」『経済政策ジャーナル』3(2), 624, 2006. に対して） 

2003 年 07 月  第 3 回日本地方財政学会佐藤賞（「地方自治体の最小効率規模: 地方
公共サービスの供給における規模の経済と混雑効果」『フィナンシャ
ル・レビュー』(61), 5989, 2002. に対して） 

1987 年 07 月  外務大臣賞（全国学生国際問題論文･討論会「フォーラム'87」にて） 
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5a. 研究業績（種類別） 

《受賞図書》  

1. 『生活保護の経済分析』（阿部彩, 國枝繁樹, 鈴木亘と共著）東京大学出版会, 
2008.（第 51 回日経・経済図書文化賞） 

 
《編著書》  

1. 『財政学をつかむ［新版］』（畑農鋭也, 吉田浩と共著）有斐閣, 2015. 

2. 『トピックス応用経済学Ⅱ: 公共政策・財政・産業組織』（青木玲子, 大住圭介,
田中廣滋と共編）勁草書房, 2015. 

3. 『公共経済学』（小川光, 別所俊一郎と共著）有斐閣, 2010. 

4. 『財政学をつかむ』（畑農鋭也, 吉田浩と共著）有斐閣, 2008. 

5. 「特集: 政府間財政関係の経済分析」『フィナンシャル・レビュー』(82), 2006.
（責任編集および，赤井伸郎，小川光，佐藤主光，土居丈朗，西川雅史，松本睦
と執筆分担） 

6. 『主要諸外国における国と地方の財政役割の状況（全 3 分冊）』財務総合政策研
究所．2006（プロジェクト統括および，小黒一正，石田三成，砂原庸介，橋都由
加子，森下昌浩，山崎由希子，工藤裕子，Jean-François Tremblay，三菱 UFJ リ
サーチ&コンサルティングと執筆分担） 

 
《受賞論文》 

1. 地方交付税の経済分析: 現状と課題.『経済政策ジャーナル』3(2), 624. 2006.（日
本経済政策学会研究奨励賞） 

2. 地方自治体の最小効率規模: 地方公共サービスの供給における規模の経済と混雑
効果.『フィナンシャル・レビュー』(61) 5989, 2002.（日本地方財政学会佐藤
賞） 

 

《査読論文:英語》 

1. Should the Japanese tax system be more progressive? An evaluation using the 
simulated SMCFs based on the discrete choice model of labor supply (with S. 
Bessho). International Tax and Public Finance 22(1), 144–175, 2015. 

2. Intensive margins, extensive margins, and the spousal allowances in the Japanese 
system of personal income taxes: A discrete choice analysis (with S. Bessho). 
Journal of the Japanese and International Economies 34, 162–178, 2014. 

3. Forecasting welfare caseloads: The case of Public Assistance programs in Japan. 
Socio-Economic Planning Sciences: The International Journal of Public Sector Decision 
Making 48(2), 105–114, 2014. 

4. Estimating the social marginal cost of public funds: A micro-data approach (with 
S. Bessho). Public Finance Review 41(3), 360–385, 2013. 

5. The effects of medical factors on transfer deficits in Public Assistance in Japan: A 
quantile regression analysis. International Journal of Health Care Finance and 
Economics 11(4), 287–307, 2011. 

6. Labor supply response and preferences specification: Estimates for prime-age 
males in Japan (with S. Bessho). Journal of Asian Economics 22(5), 398–411, 2011. 

7. Horizontal equity or gatekeeping? Fiscal effects on eligibility assessments for 
long-term care insurance programs in Japan (with H. Kazama). Asia-Pacific 
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Journal of Accounting and Economics 15(3), 257276, 2008. 

8. Increasing marginal costs and satiation in the private provision of public goods: 
Group size and optimality revisited (with H. Ohta). International Tax and Public 
Finance 14(6), 673683, 2007. 

9. Economic studies of taxation in Japan: The case of personal income taxes (with S. 
Bessho). Journal of Asian Economics 16(6), 956972, 2005. 

10. An evaluation of the stabilization properties of Equalization in Canada (with R. 
Boadway). Canadian Public Policy 30(1), 91109, 2004. 

11. An empirical analysis of intergovernmental tax interaction: The case of business 
taxes in Canada (with R. Boadway). Canadian Journal of Economics 34(2), 481503, 
2001. 

12. Country size and the voluntary provision of international public goods (with R. 
Boadway). European Journal of Political Economy 15(4), 619638, 1999. 

 

《査読論文:邦語》 

1. 地方公務員人件費の決定要因と市町村の相互参照行動: 市町村別類似団体区分と
財政比較分析表を手がかりに.（山本航と共著）『公共選択の研究』近刊. 

2. 子供の費用と生活保護基準.（浅野北斗と共著）『季刊社会保障研究』50(1/2), 137–
153, 2014. 

3. 一般財源化と高齢化は就学援助制度にどのような影響を与えたのか.（小林庸平
と共著）『財政研究』7, 160–175, 2011. 

4. 出向官僚と地方歳出: 90 年代後半の地方単独事業をめぐって（金戸伸幸と共著）
『公共選択の研究』(54), 2940, 2010. 

5. 公共支出は労働供給に影響するか.（別所俊一郎と共著）『経済政策ジャーナル』
7(1), 1831, 2010. 

6. 公共資本の生産効果: 動学パネルによる再考.『財政研究』5, 119140, 2009. 

7. 地方単独事業と交付税措置: 平均処置効果の推定.（石田三成と共著）『財政研
究』4, 252267, 2008. 

8. 累進所得税と厚生変化: 公的資金の社会的限界費用の試算.（別所俊一郎と共著）
『経済分析』(172), 336, 2004. 

9. 社会資本と地方公共サービス: 資本化仮説による地域別社会資本水準の評価.『経
済分析』(171), 2846, 2003. 

10. 社会資本の生産効果と同時性.『経済分析』(169) 97119, 2003. 

11. 公的資金の限界費用.（別所俊一郎, 赤井伸郎と共著）『日本経済研究』(47), 119, 
2003. 

12. 租税外部性と租税負担. 日本地方財政学会（編）『財政危機と地方債制度（日本
地方財政学会研究叢書）』8, 206225, 2002. 

13. 国際公共財のモデル分析：公共財自発的供給モデルの国際関係への含意.『季刊
国際政治』(102) 178200, 1993. 

 
《再録論文: 邦語→外国語》 

1. Regional equalization and stabilization in the Japanese system of National Health 
Insurance, Public Policy Review 9(1), 33–50, 2013. （市町村国民健康保険における保
険料の平準化要因.（半間清崇と共著）『フィナンシャル・レビュー』(108), 112–125, 2012
を基に単著として大幅に加筆･改定翻訳） 

2. Redistribution and local public finance, Public Policy Review 6(1), 3154, 2010.（再
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分配政策と地方財政.『フィナンシャル・レビュー』(82), 138161, 2006.を基に改定翻
訳） 

3. The tax system and labor supply: Regarding empirical analysis in Japan, Japanese 
Economy 36(1), 106139, 2009.（税制と労働供給--我が国における実証分析をめぐって
『経済研究（明治学院大学）』(128), 1934, 2003 の英語翻訳） 

4. 政府間財政転移制度：理論・比較・現状.（別所俊一郎，岩田由加子と共著）In: 
盧中原編『財政転移支付和政府間事権財権関係研究』中国財政経済出版社, 
4289, 2007.［中国語］（初出: 政府間財政転移制度：理論・比較・現状.（別所俊一
郎，岩田由加子と共著）財務省財務総合政策研究所･中国国務院発展研究中心（編）『財
務省財務総合政策研究所と中国国務院発展研究中心(DRC)との「地方財政（地方交付
税）に関する共同研究」最終報告書』2005, http://www.mof.go.jp/pri/research/ 
conference/dt53/dt53.htm.の中国語翻訳） 

 
《合評会を経た論文:英語》 

1. Social protection in Japan: Current state and challenges. In: Asher, M.G. Oum, S, 
Parulian, F. (Eds.) Social Protection in East Asia: Current State and Challenges 
(Economic Research Institute for ASEAN and East Asia, Jakarta) 19–54, 2010. 

2. Redistribution and local governments in Japan. In: M. Sato, N. Akai, M. Hayashi, 
K. Yamashita, Y. Sunahara, Fiscal Reconstruction in Japan: Fiscal Decentralization and 
Reform of Intergovernmental Relations (ESRI International Collaboration Projects 
2006), Economic and Social Research Institute, Cabinet Office, 73118, 2007. 

 
《合評会を経た論文:邦語》 

1. 最適課税論: 消費における単一税率をめぐって. 青木玲子, 大住圭介,田中廣滋, 
林正義 (編)『トピックス応用経済学Ⅱ: 公共政策・財政・産業組織』勁草書房, 
2015. 

2. 地方は生活保護をどのように実施してきたか: 生活保護費に関する関係者協議会
における議論をめぐって. 井堀利宏・金子能宏・野口晴子(編)『新たなリスクと
社会保障: ライフサイクルにおける支援策の再構築』東京大学出版会, 273–291, 
2012. 

3. 市町村国民健康保険における保険料の平準化要因.（半間清崇と共著）『フィナン
シャル・レビュー』(108),112–125, 2012. 

4. 地方分権の経済理論. 貝塚啓明・財務省財務総合政策研究所（編）『分権化時代の
地方財政』中央経済社, 4369, 2008. 

5. 再分配政策と地方財政.『フィナンシャル・レビュー』(82), 138161, 2006. 

6. 政府間財政関係の実証分析.（西川雅史と共著）『フィナンシャル・レビュー』
(82), 197222, 2006. 

7. 費用便益分析における再分配と課税.『フィナンシャル・レビュー』(77), 4265, 
2005. 

8. 自治体合併の評価: 経済分析からの展望. 井堀利宏（編）『公共部門の業績評価』
東京大学出版会, 2005. 

9. 自治体合併の評価: 地域特性の視点から. 土居丈朗（編）『地方分権改革の経済
学』日本評論社, 2004. 

10. 社会資本の地域間･分野別配分について.（三井清と共著）『社会科学研究（東京大
学）』52(4) 329, 2001. 

 

《書評･討論: 英語》 

1. Book Review: The Political Economy of Transnational Tax Reform: The Shoup Mission 

http://www.mof.go.jp/pri/research/%20conference/dt53/dt53.htm
http://www.mof.go.jp/pri/research/%20conference/dt53/dt53.htm
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to Japan in Historical Context (Brownlee, W.E., Ide, E., Fukagai, Y., Eds.). Economic 
History Review 67(4), 1192–1193, 2014. 

2. Fiscal decentralization in Japan: Does it harden the budget of local governments? 
Comment. In: Krueger, A.O., Kaizuka, K. (Eds.) Tackling Japan's Fiscal Challenges: 
Strategies to Cope with High Public Debt and Population Aging (Palgrave MacMillan), 
144152, 2006. 

 
《書評･討論: 邦語》 

1. 年金制度改革の必要性とその課題: 討論.『公共選択の研究』(55), 3944, 2010. 

2. 社会福祉政策と地方分権.『財政研究』5, 107116, 2009. 

3. 地方財政と再分配政策. In: 日本地方財政学会（編）『地方財政運営の新機軸（日
本地方財政学会研究叢書）』勁草書房, 4448, 2007. 

4. 書評：林宏昭『これからの地方税システム』．日本地方財政学会（編）『地方財政
のパラダイム転換（日本地方財政学会研究叢書）』勁草書房, 203206, 2005. 

 

《DP･紀要: 英語-学術誌における論文もしくは書籍の 1 部として出版されたものは除く》 

1. Inefficiency and Self-Determination: Simulation-based Evidence from Meiji Japan 
(with E. Weese & M. Nishikawa). CIRJE Discussion Paper F-Series CIRJE-F-989, 
CIRJE, Faculty of Economics, University of Tokyo, 2015. 

2. Information sharing, neighborhood demarcation, and yardstick competition: An 
empirical analysis of intergovernmental expenditure interaction in Japan (with W. 
Yamamoto). CIRJE Discussion Paper F Series, CIRJE-F-951, Faculty of Economics, 
University of Tokyo, 2014. 

3. Factor decomposition of inter-prefectural health care expenditure disparities in 
Japan (with A. Oyama). PRI Discussion Paper Series No.14A-10, Policy Research 
Institute, Ministry of Finance, 2014. 

4. On the decomposition of regional stabilization and redistribution. CIRJE 
Discussion Paper F Series, CIRJE-F-910, Faculty of Economics, University of 
Tokyo, 2013. 

5. Channels of stabilization in a system of local public health insurance: the case of 
the National Health Insurance in Japan. CIRJE Discussion Paper F Series, CIRJE-
F-847, Faculty of Economics, University of Tokyo, 2012. 

6. Congestion, technical returns and the minimum efficient scales of local 
government expenditures: The case of Japanese municipalities. CIRJE Discussion 
Paper F Series, CIRJE-F-852, Faculty of Economics, University of Tokyo, 2012. [An 

edited version of the paper originally published in 2002 as Discussion Paper No. 01-01 by Institute 

for Research in Business and Economics, Meiji Gakuin University]. 

7. Does the employment of fewer caseworkers lead to the rationing of caseloads? 
Evidence from Public Assistance in Japan, CIRJE Discussion Paper F Series, 
CIRJE-F-804, Faculty of Economics, University of Tokyo, 2011. 

8. Do central grants affect welfare caseloads? Evidence from Public Assistance in 
Japan. Paper presented at the Microeconomics Workshop, CIERJE, University of 
Tokyo, November 29, 2011. 

9. The effects of central grants on decentralized social programs: Post-2005 school 
expense assistance in Japan (with Y. Kobayashi). Global COE Hi-Stat Discussion 
Paper Series, Institute of Economic Research, Hitotsubashi University, 2010. 

10. How do nations behave? The case of national contributions to multilateral foreign 
aid, Discussion Paper Series No. 01-03. Institute for Research in Business and 
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Economics, Meiji Gakuin University, 2002. 

11. Spill-in Effects of Multilateral Foreign Aid. Meiji Gakuin Review: The Papers and 
Proceedings of Economics (121), 113125, 2001. 

12. Distortionary effects of seemingly lump-sum intergovernmental transfers in 
Japan: A note. Meiji Gakuin Review: The Papers and Proceedings of Economics (118), 
6371, 2000. 

13. A study of vertical tax interaction in a Canadian province: Issues in empirical 
fiscal federalism. Meiji Gakuin Review: The Papers and Proceedings of Economics 
(116), 3554, 1999. 

14. The voluntary provision of public goods: A refined synthesis. Meiji Gakuin Review: 
The Papers and Proceedings of Economics (115), 1330, 1999. 

 

《DP･紀要: 邦語-学術誌における論文もしくは書籍の 1 部として出版されたものは除く》 

1. 2000 年代後半の生活保護と地方財政: 市単位データによる分析. CIRJE Discussion 
Paper J Series, CIRJE-J-264, 日本経済国際共同研究センター, 東京大学経済学部, 
2014. 

2. 生活保護費と財源保障. CIRJE Discussion Paper J Series, CIRJE-J-236. 日本経済国
際共同研究センター, 東京大学経済学部, 2011. 

3. 単一国家における分権改革: フランス，イタリア，イギリスにおける改革と財政
規律.（小黒一正, 砂原庸介, 森下昌浩, 石田三成と共著）PRI Discussion Paper 
Series (No.07A-02), 財務総合政策研究所, 2007. 

4. 序論: 政府間財政関係の経済分析.『フィナンシャル・レビュー』(82), 1-9, 2006. 

5. 社会資本整備による地域経済効果: 地域別 VAR による分析.『経済研究（明治学
院大学）』(129), 117, 2004. 

6. 税制と労働供給: 我が国における実証分析をめぐって.『経済研究（明治学院大
学）』(128), 1934, 2003. 

7. 自治体特性と非効率性: 確率フロンティア分析による予備的考察.『研究所年報
（明治学院大学産業経済研究所）』(19), 1521, 2002. 

8. 租税外部性と税率構造『明治学院論叢』(654), 5966, 2000. 

9. 地方自治体の「最適」規模: U 字型費用関数の推定と批判『経済研究（明治学院
大学）』(654), 1328, 2000. 

10. 公的資金の限界費用: 概念と算定式『経済研究（明治学院大学）』(642), 25-39, 
2000. 

11. 都市と農村における公共投資の地域配分.『今月の焦点』（1995 年 7 月号）三和総
合研究所(現三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング), 5054, 1995. 

 
《翻訳》 

1. 翻訳：「第 5 章 社会正義」（岩田由加子と共訳）ヒルマン A., 井堀利宏（監訳）
『入門｜財政学・公共政策』，勁草書房, 2005. 

 
《調査研究プロジェクト報告書掲載論文》 

1. 生活保護と地方財政.『地域の自主性及び自立性の向上に向けた地方行財政度の
あり方に関する調査研究』地方自治研究機構, 19–39, 2013. 

2. 貧困･格差対策: 社会的セーフティーネットの執行機関の統合を.『社会保障の新
たな制度設計にむけて』21 世紀政策研究所, 95–123, 2012. 

3. 日本における地方財政と社会保障の課題. 金融調査研究会[編]『超高齢社会にお
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ける社会保障・財政のあり方』金融調査研究会報告書(47), 59–69, 2011. 

4. 生活保護費と財源保障.『地方分権改革の推進に対応した地方行財政制度のあり
方に関する研究』地方自治研究機構, 5278, 2009. 

5. 地方分権を考える.『地方分権に関する基本問題についての調査研究会報告書』
自治総合センター, 86109, 2009. 

6. 日本の地方財政制度の特徴とその国際的位相. 金融調査研究会[編]『パブリッ
ク・ファイナンスの今後の方向性』金融調査研究会報告書(40), 79105, 2008. 

7. 日本の社会保障制度.『財務省財務総合政策研究所と中国国務院発展研究センタ
ー（DRC）との共同研究最終報告書』財務省財務総合政策研究所, 1944, 2008. 

8. 農業農村政策における国と地方.『財務省財務総合政策研究所と中国国務院発展
研究中心（DRC）との「中央と地方の役割分担と財政の関係」に関する共同研究
最終報告書』財務省財務総合政策研究所, 2006. 

9. 国庫補助と生活保護率: 回帰非連続設計による分析.『自律的な地方行財政制度の
あり方に関する研究』地方自治研究機構, 3150, 2006. 

10. 国と地方の役割分担: 再分配的歳出を中心にした国際比較.『主要諸外国における
国と地方の財政役割の状況: 総論・連邦国家 4 カ国編』財務省財務総合政策研究
所, 159, 2006. 

11. 政府間財政転移制度：理論・比較・現状.（別所俊一郎，岩田由加子と共著）財
務省財務総合政策研究所･中国国務院発展研究中心（編）『財務省財務総合政策研
究所と中国国務院発展研究中心(DRC)との「地方財政（地方交付税）に関する共
同研究」最終報告書』, 2005. 

12. 「活力」と税制: 労働供給および貯蓄の税率への反応に関する実証分析をめぐっ
て. 金融調査研究会[編]『経済活力と税制: 金融関連税制を中心に』金融調査研究
会報告書(31), 6987, 2003. 

13. 道路ネットワークの生産効果.『社会資本の生産性向上効果に関する研究』国土
交通省道路局･財団法人財政研究会, 107118, 2003. 

 

《依頼論文: 解説･資料･論評等》 

1. 配偶者控除と女性の就労.『地方税』2015 年 7 月号, 2–9, 2015. 

2. これからの社会資本整備（公共投資）のあり方. 『RICE Monthly: 研究所だよ
り』(312), 2015. 

3. 介護保険財政の仕組みと現状.『租税研究』(772), 39–48, 2015. 

4. 介護保険制度. 金融ジャーナル社（編）『2015 年版 金融時事用語集』金融ジャー
ナル社, 130, 2014. 

5. 配偶者控除の縮小と女性の就労拡大.『税務弘報』62(7), 2–3, 2014. 

6. 財政力格差と留保財源率.『地方財政』52(12), 14–22, 2013. 

7. 政府の役割: 所得税，消費税の公平性を決める.『エコノミスト』臨時増刊 12/23
号, 38–40, 2013. 

8. 市町村国保財政の仕組みと現状.『租税研究』(765), 26–36, 2013. 

9. 社会保障･税の一体改革: 地方財政と社会保障.『神奈川のこくほ・かいご』363, 
3–5, 2013. 

10. 社会保障･税の一体改革: 社会保障の限界と消費増税.『神奈川のこくほ・かい
ご』362, 4–6, 2013. 

11. 社会的セーフティーネットの現状について.『租税研究』(748), 72–90, 2012. 

12. 社会保障･税一体改革と地方財政: 消費税増税の配分をめぐって.『税経通信』
67(8), 25–34, 2012. 
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13. なぜ消費税が望ましいのか?『経済セミナー』4/5 月号, 40–45, 2012. 

14. 地方財政と社会保障改革.『地方財政』50(10), 4–12, 2011. 

15. 生活保護と地方財政.『租税研究』(735), 7–20, 2011. 

16. 日本における財政・社会保障の課題: 国と地方の関係から.『信託』(245), 47–67, 
2011. 

17. セーフティーネットを考える(上): 生活保護，対象範囲限定を.『日本経済新聞』
12 月 26 日朝刊, 2011. 

18. 社会保障財源としての地方税改革の可能性.『税務弘報』2010 年 9 月号, 115–121, 
2010. 

19. 生活保護と地方行財政の現状: 市単位データを中心とした分析.『経済のプリズ
ム』(78), 1–30, 2010. 

20. 地方財源の充実と税源移譲の論点.『都市問題研究』62(1), 7993, 2010. 

21. 地方分権と社会福祉. 芳賀祥泰（編）『福祉の学校』エルダーサービス, 33–51, 
2010. 

22. 社会保障と地方財政.『租税研究』(719), 515, 2009 

23. 社会保障財源確保の方策: 固定資産税の活用検討を.『日本経済新聞』7 月 15 日
朝刊, 2009. 

24. 生活保護行政における国と地方の役割分担.『国際文化研修』16(1), 5457, 2008. 

25. 再考･道州制: 国との関係「融合型」に.『日本経済新聞』5 月 21 日朝刊, 2008. 

26. 急務の生活保護改革: 「丸抱え」排し制度効率化を.『日本経済新聞』5 月 18 日
朝刊, 2007. 

27. 地方財政改革と経済分析.『地方財政』45(11), 411, 2006. 

28. 地方分権と自主財源.『JICPA ジャーナル』10(9), 912, 1998. 

 
《インタビュー》 

1. ストック効果をこれからの日本社会でどう活用していくべきか.『国土交通』133, 
1011, 2015.   

2. 介護の充実や職場改善へ～いま以上の負担が必要～.『老健』25(4), 3235, 2014. 

3. 地域間の格差是正が必要.『介護』213, 2022, 2013. 

 
《論文等引用数統計》 

Google Scholar My Citations (邦語論文含む): 
http://scholar.google.com/citations?hl=en&user=B37EDNkAAAAJ&view_op=list_works&gmla=AJsN-

F6agfVC_UY2IZbgCs7m1mGbciumAUDsrcfebD7symaveN7dGyYPOE3F5N7VgEj8QJsggK_6asxW2ASuhlxeW9L6krOYLxiZ

2jnNpsHYTzZ1wHqMcjVOsAIU3m7S1Lj2Izey6XJ4 

 

EconPapers (一部の英語論文のみ): http://econpapers.repec.org/RAS/pha754.htm 

 

ResearchGate (一部の論文がダウンロード可能): 
https://www.researchgate.net/profile/Masayoshi_Hayashi/ 

 

http://scholar.google.com/citations?hl=en&user=B37EDNkAAAAJ&view_op=list_works&gmla=AJsN-F6agfVC_UY2IZbgCs7m1mGbciumAUDsrcfebD7symaveN7dGyYPOE3F5N7VgEj8QJsggK_6asxW2ASuhlxeW9L6krOYLxiZ2jnNpsHYTzZ1wHqMcjVOsAIU3m7S1Lj2Izey6XJ4
http://scholar.google.com/citations?hl=en&user=B37EDNkAAAAJ&view_op=list_works&gmla=AJsN-F6agfVC_UY2IZbgCs7m1mGbciumAUDsrcfebD7symaveN7dGyYPOE3F5N7VgEj8QJsggK_6asxW2ASuhlxeW9L6krOYLxiZ2jnNpsHYTzZ1wHqMcjVOsAIU3m7S1Lj2Izey6XJ4
http://scholar.google.com/citations?hl=en&user=B37EDNkAAAAJ&view_op=list_works&gmla=AJsN-F6agfVC_UY2IZbgCs7m1mGbciumAUDsrcfebD7symaveN7dGyYPOE3F5N7VgEj8QJsggK_6asxW2ASuhlxeW9L6krOYLxiZ2jnNpsHYTzZ1wHqMcjVOsAIU3m7S1Lj2Izey6XJ4
http://econpapers.repec.org/RAS/pha754.htm
https://www.researchgate.net/profile/Masayoshi_Hayashi/
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5b. 研究業績（経年別: **受賞業績，*査読論文，†選抜論文，‡合評会を経た論文） 

《2015》 

1. 『財政学をつかむ［新版］』（畑農鋭也, 吉田浩と共著）有斐閣, 2015. 

2. 『トピックス応用経済学Ⅱ: 公共政策・財政・産業組織』（青木玲子, 大住圭介,
田中廣滋と共編）勁草書房, 2015. 

3. *Should the Japanese tax system be more progressive? An evaluation using the 
simulated SMCFs based on the discrete choice model of labor supply (with S. 
Bessho). International Tax and Public Finance 22(1), 144–175, 2015. 

4. *地方公務員人件費の決定要因と市町村の相互参照行動: 市町村別類似団体区分と
財政比較分析表を手がかりに.（山本航と共著）『公共選択の研究』近刊. 

5. ‡最適課税論: 消費における単一税率をめぐって. 青木玲子, 大住圭介,田中廣滋, 
林正義 (編)『トピックス応用経済学Ⅱ: 公共政策・財政・産業組織』勁草書房, 
2015. 

6. Inefficiency and Self-Determination: Simulation-based Evidence from Meiji Japan 
(with E. Weese & M. Nishikawa). CIRJE Discussion Paper F-Series CIRJE-F-989, 
CIRJE, Faculty of Economics, University of Tokyo, 2015. 

7. 介護保険財政の仕組みと現状.『租税研究』(772), 39–48, 2015. 

8. 配偶者控除と女性の就労.『地方税』2015 年 7 月号, 2–9, 2015. 

9. これからの社会資本整備（公共投資）のあり方. 『RICE Monthly: 研究所だよ
り』(312), 2015. 

10. インタビュー: ストック効果をこれからの日本社会でどう活用していくべきか.
『国土交通』133, 1011, 2015. 

 

《2014》 

11. *Intensive margins, extensive margins, and the spousal allowances in the 
Japanese system of personal income taxes: A discrete choice analysis (with S. 
Bessho). Journal of the Japanese and International Economies 34, 162–178, 2014. 

12. *Forecasting welfare caseloads: The case of Public Assistance programs in Japan. 
Socio-Economic Planning Sciences: The International Journal of Public Sector Decision 
Making 48(2), 105–114, 2014. 

13. *子供の費用と生活保護基準.（浅野北斗と共著）『季刊社会保障研究』50(1/2), 
137–153, 2014. 

14. Book Review: The Political Economy of Transnational Tax Reform: The Shoup Mission 
to Japan in Historical Context (Brownlee, W.E., Ide, E., Fukagai, Y., Eds.). Economic 
History Review 67(4), 1192–1193, 2014. 

15. Information sharing, neighborhood demarcation, and yardstick competition: An 
empirical analysis of intergovernmental expenditure interaction in Japan (with W. 
Yamamoto). CIRJE Discussion Paper F Series, CIRJE-F-951, Faculty of Economics, 
University of Tokyo, 2014. 

16. Factor decomposition of inter-prefectural health care expenditure disparities in 
Japan (with A. Oyama). PRI Discussion Paper Series No.14A-10, Policy Research 
Institute, Ministry of Finance, 2014. 

17. 2000 年代後半の生活保護と地方財政: 市単位データによる分析. CIRJE Discussion 
Paper J Series, CIRJE-J-264, 日本経済国際共同研究センター, 東京大学経済学部, 
2014. 
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18. 配偶者控除の縮小と女性の就労拡大.『税務弘報』62(7), 2–3, 2014. 

19. インタビュー: 介護の充実や職場改善へ～いま以上の負担が必要～.『老健』
25(4), 3235, 2014. 

 

《2013》 

20. *Estimating the social marginal cost of public funds: A micro-data approach (with 
Shun-ichiro Bessho). Public Finance Review 41(3), 360–385, 2013. 

21. †Regional equalization and stabilization in the Japanese system of National 
Health Insurance. Public Policy Review 9(1), 33–50, 2013. 

22. On the decomposition of regional stabilization and redistribution. CIRJE-F-910, 
Faculty of Economics, University of Tokyo. 2013. 

23. 財政力格差と留保財源率.『地方財政』52(12), 14–22, 2013. 

24. 生活保護と地方財政.『地域の自主性及び自立性の向上に向けた地方行財政度の
あり方に関する調査研究』地方自治研究機構, 19–39, 2013. 

25. 政府の役割: 所得税，消費税の公平性を決める.『エコノミスト』臨時増刊 12/23
号, 38-40, 2013. 

26. 市町村国保財政の仕組みと現状.『租税研究』(765), 26–36, 2013. 

27. 社会保障･税の一体改革: 地方財政と社会保障.『神奈川のこくほ・かいご』363, 
3–5, 2013. 

28. 社会保障･税の一体改革: 社会保障の限界と消費増税.『神奈川のこくほ・かい
ご』362, 4–6, 2013. 

29. インタビュー: 地域間の格差是正が必要.『介護』213, 2022, 2013. 
 

《2012》 

30. ‡地方は生活保護をどのように実施してきたか: 生活保護費に関する関係者協議会
における議論をめぐって. 井堀利宏・金子能宏・野口晴子(編)『新たなリスクと
社会保障: ライフサイクルにおける支援策の再構築』東京大学出版会, 273–291, 
2012. 

31. ‡市町村国民健康保険における保険料の平準化要因.（半間清崇と共著）『フィナン
シャル・レビュー』(108), 112–125, 2012. 

32. Congestion, technical returns and the minimum efficient scales of local 
government expenditures: The case of Japanese municipalities. CIRJE-F-852, 
Faculty of Economics, University of Tokyo, 2012. [An edited version of the paper 

originally published in 2002 as Discussion Paper No. 01-01 by Institute for Research in Business and 

Economics, Meiji Gakuin University]. 

33. Channels of stabilization in a system of local public health insurance: The case of 
the National Health Insurance in Japan. CIRJE-F-847, Faculty of Economics, 
University of Tokyo, 2012. 

34. 貧困･格差対策: 社会的セーフティーネットの執行機関の統合を.『社会保障の新
たな制度設計にむけて』21 世紀政策研究所, 95–123, 2012. 

35. 社会保障･税一体改革と地方財政: 消費税増税の配分をめぐって.『税経通信』
67(8), 25–34, 2012. 

36. なぜ消費税が望ましいのか?『経済セミナー』4/5 月号, 40–45, 2012. 

37. 社会的セーフティーネットの現状について.『租税研究』(748), 72–90, 2012. 

 

《2011》 
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38. *The effects of medical factors on transfer deficits in Public Assistance in Japan: A 
quantile regression analysis, International Journal of Health Care Finance and 
Economics 11(4), 287–307, 2011. 

39. *Labor supply response and preferences specification: Estimates for prime-age 
males in Japan (with S. Bessho), Journal of Asian Economics 22, 398–411, 2011. 

40. *一般財源化と高齢化は就学援助制度にどのような影響を与えたのか（小林庸平
と共著）『財政研究』7, 160–175, 2011. 

41. Does the employment of fewer caseworkers lead to the rationing of caseloads? 
Evidence from Public Assistance in Japan, CIRJE-F-804, Faculty of Economics, 
University of Tokyo, 2011. 

42. 生活保護費と財源保障. CIRJE-J-236, 日本経済国際共同研究センター, 東京大学経
済学部, 2011. 

43. 日本における地方財政と社会保障の課題. 金融調査研究会（編）『超高齢社会に
おける社会保障・財政のあり方』金融調査研究会報告書(47), 59–69, 2011. 

44. 地方財政と社会保障改革.『地方財政』50(10), 4–12, 2011. 

45. 生活保護と地方財政.『租税研究』(735), 7–20, 2011. 

46. 日本における財政・社会保障の課題: 国と地方の関係から.『信託』(245), 47–67, 
2011. 

47. 生活保護と地方財政.『租税研究』(735), 7–20, 2011. 

48. セーフティーネットを考える(上): 生活保護，対象範囲限定を.『日本経済新聞』
12 月 26 日朝刊, 2011. 

 

《2010》 

49. *出向官僚と地方歳出: 90 年代後半の地方単独事業をめぐって.（金戸伸幸と共
著）『公共選択の研究』(54), 29–40, 2010. 

50. *公共支出は労働供給に影響するか.（別所俊一郎と共著）『経済政策ジャーナル』
7(1), 18–31, 2010. 

51. †Redistribution and local public finance. Public Policy Review 6(1), 31–54, 2010. 

52. ‡Social protection in Japan: Current state and challenges. In: Asher, M.G. Oum, S, 
Parulian, F. (Eds.) Social Protection in East Asia: Current State and Challenges 
(Economic Research Institute for ASEAN and East Asia, Jakarta), 19–54, 2010. 

53. ‡日本における財政・社会保障の課題. 貝塚啓明・財務省財務総合政策研究所
（編）『経済成長と財政健全化の研究: 持続可能な長期戦略を求めて』中央経済
社, 221–250, 2010. 

54. 『公共経済学』（小川光, 別所俊一郎と共著）有斐閣, 2010. 

55. 生活保護と地方行財政の現状: 市単位データを中心とした分析.『経済のプリズ
ム』(78), 1–30, 2010. 

56. 年金制度改革の必要性とその課題: 討論.『公共選択の研究』(55), 39–44, 2010. 

57. 社会保障財源としての地方税改革の可能性.『税務弘報』2010 年 9 月号, 2010. 
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